


2 次を英文に訳せ．

(1) 2つの集合A、Bにおいて、Aのどの要素もBの要素であるとき、すなわち

x ∈ A ならば x ∈ B

が成り立つとき、AはBの部分集合であるといい、記号でA ⊂ Bと表す．

(2) 一般に、係数が実数である n次多項式のひとつの根が a+ b iであるとき、それと共
役な複素数 a− b iもこの多項式の根である．

(3) 関数 f(x)に対して、微分すると f(x)になる関数、すなわち

F ′(x) = f(x)

となる関数 F (x)を、f(x)の不定積分または原始関数とよぶ．


